



















































































































































































































































































































































































































『思想の科学』現地編集方針に応じて，No.14［通巻 50 号］，1963 年 5 月号に「私を描く傾向」とも
なったとはいえ，能代市をさまざまな論点で分析・記録した共同研究「日本の町」を掲載，さらに
「日本の町」の反省にたってより対象をしぼった「日本の村」が No.39［通巻 75 号］，1965 年 6 月号








































































































































































































































































































第 216集  2019年 3月
註




第 114 輯，2018 年 2 月で記しておいた。また地域におけ
る文化運動・社会運動が抱えていた課題については拙稿
「「戦後」地域社会運動についての一試論」『日本史研究』
第 606 号，2013 年 2 月を参照。
（ 2 ）――鶴見俊輔「サークルと学問」『思想』第 463 号，




て」『思想の科学』No.6［通巻第 42 号］，1962 年 9 月。
（ 5 ）――（ 2 ）に同じ。
（ 6 ）――「あっけらかんの組織論」『朝日ジャーナル』
第 5 巻第 30 号，1963 年 7 月 28 日。（筆者は川口信行）。
（ 7 ）――『山脈』第 25 号，1961 年 10 月，第 26 号，1962
年 10 月。
（ 8 ）――（ 6 ）に同じ。
（ 9 ）――白鳥邦夫「運動は自分たちの手で」『思想の科
学』第 31 号，1961 年 7 月。
（10）――白鳥邦夫「山脈の会の報告　国民文化会議のよ
びかけに応えて」『山脈』第 25 号，1961 年 10 月，同「安














1966 年 4 月。
（17）――鈴木元彦「農民兵士の戦争責任」『思想の科学』































録」『山脈』第 32 号，1966 年 12 月。
（25）――白鳥邦夫「山脈の会をかたる」『月刊社会教育』
第 60 号，1962 年 11 月。
（26）――「日本の村　共同執筆の経緯」『思想の科学』
No.39［通巻第 75 号］，1965 年 6 月。
（27）――安田武「われらハイティーンかく思う　自分・


















ぶ」『山脈』第 76 号，2003 年 2 月。
（29）――白鳥邦夫「町の若者たち　サークル運動論」『思
想の科学』No.14［通巻 50 号］，1963 年 5 月。
（30）――「「日本の村」の視点」『思想の科学』No.39［通
巻第 75 号］，1965 年 6 月。
（31）――野添憲治「崩壊する農民の精神骨格」『思想の










と」『信濃毎日新聞』1969 年 3 月 14 日付。
（37）――白鳥邦夫「生活記録運動のゆくえ」『展望』第
94 号，1966 年 10 月。『山脈』誌上には中川新一「伸さ
んの養豚日記」『山脈』第 31 号，1966 年 4 月が掲載され
ている。
（38）――「戦争体験とマイ・ホーム主義」上，『毎日新聞』
1967 年 8 月 15 日〈夕刊〉。
（39）――「戦争体験とマイ・ホーム主義」下，『毎日新聞』
1967 年 8 月 16 日〈夕刊〉。
（40）――同。
（41）――白鳥邦夫「桃の話」『現代の眼』第 8 巻第 11 号，
1967 年 11 月。
（42）――山脈編集部「山脈だより」『山脈』第 32 号，












第 2 号，1965 年 12 月，前掲・白鳥邦夫『山脈の途上にて』








32 号，1966 年 12 月。
（50）――白鳥邦夫「サークル運動の「原点」から」『月











号，2009 年 10 月増刊号に示唆をうけた。
（53）――前掲・白鳥邦夫「サークル活動の「原点」から」。
（54）――野添憲治「サークル的連帯なるもの」『思想の
科学』No.95［通巻第 175 号］，1969 年 11 月。
（信州大学人文学部，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2018 年 5 月 20 日受付，2018 年 10 月 1 日審査終了）
